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2022-23 年度国際ロー タ リー テー マ  

「 イ マ ジ ン  ロー タ リ ー 」  

2 022-23 年度 ク ラブ テー マ  

「 ロ ー タ リ ー を 学 び 、 語 り 、  

奉仕 を 実践 し て い こ う 。 “Ｔ ｈ ｉ ｎ ｋ ”」  

 

週  報  第２６６２回  

２０２２年７月１５日  

              八千代ロータリークラブ  CLUB NO.15070 

今 回 例 会 行 事         テーマ：委員会活動計画発表②  

 担  当：会長・幹事  

７月２９日 テーマ：直前会長幹事慰労会  

 担  当：親睦活動委員会・ＳＡＡ  
♦ ♢ ♦ ♢第 ２ ６ ６ １例会 ♢ ♦ ♢ ♦  

司会  齊藤昌宏  
 

「 奉仕の理想 」   
「 四つのテ ス ト 」  
 

お 客 様  
 
八 千 代 中 央 ﾛｰ ﾀ ﾘ ｰ ｸ ﾗ ﾌ ﾞ  

会 長  遠 藤 陽 介 様  
幹 事  田 代  充 様  

 

会 長 挨 拶    会 長  杉  晟  
 
皆さん 、 こんにちは！  
戦争につい て は ｺﾒﾝﾄで き ま せ ん が早 く 世

界が平和にな り ますよ う に願ってい ます 。  
ご く 最 近 の気 にな る 報 道は 、 先 ず 、 新型 ｺ

ﾛﾅｳｲﾙｽ変異株によ る感染が急増しています
ね 。 皆 さ ん 報 道 に 耳 を 傾 け 予 防 に 努 め て く
だ さ い 。 行動制限 がな く な り 皆 さ ん 少 し 緩 ん
でい る ので はない か と の見解が あ り ま す 。 私
は同感です 。  
次 に 、 ﾀ ｲ ﾄ ﾙ 「 海 を 渡 ら ぬ 日 本 の 若 者 」 の

記 事 が 日 経 新 聞 ７ 月 ６ 日 朝 刊 の １ 面 に 掲 載
さ れ て い ま し た 。 EU （ 欧 州 連 合 ） 、 中 国 、 韓
国は米国への留学者が毎年増加 し てお り 帰
国 後 、 成 長 に 貢 献 し て い る 。 そ の 中 で 海 外
を目指す日本人は伸び悩 んで き た 。 国連 教
育科学文化機構 (ﾕﾈｽｺ )や文部科学省によ る
と 、 2 ,000 年か ら 19 年の間に海外留学生は
中国や ｲﾝﾄ ﾞが ７ 倍 、韓国 も 1 .5 倍増えた 。日
本 は同 期間 に ２ 割 減 っ た 。 課 題 の一 つは 学
費の高騰だ 。 と 書かれています 。 私は 、以前

か ら日本の人口減少 と少子高齢化の中で国
力維持す る ためには生産性向上が不可欠 と
申 し 上 げ て き ま し た 。 生 産 性 向 上 の た め に
は ﾃｸﾉﾛｼ ﾞｰで 世 界 の先端 を行 く 米国に日本
の若者 が留学 し 、 先 端 技術 を 習得 し 帰国後
に行政 、 民間 に入 り 日本の国力維持 に貢献
し て も ら い た い と 願 っ て い ま す 。 こ の 件 に つ
い て は後日 、 ﾛｰﾀﾘｰ財 団 、 米山 記念奨学会
などについて ﾛｰﾀﾘｰの役割を皆で考え ま し ょ
う （ Th ink） 。  
さ て 今 日 は 、 前 回 、 私 の 会長 所信 表明後

に次回は国旗の掲揚の話 を し ま し ょ う と い っ
たのでその話をし ま し ょ う 。  
そのき っかけは佐倉中央 Ｒ Ｃ 25 周年記念

式 典 に 参 加 し た と き 、 前 面 の 式 典 舞 台 の 上
に掲げ られ た国旗 の位置が 、 式典舞台 に向
か っ て 右 に国 旗 、 向 か っ て 左 に ｸﾗﾌ ﾞ旗 を 掲
げ て い た こ と で す 。 八千代 Ｒ Ｃ と は 正反対だ
った 。少 し調べてい く と 、 ﾗｲｵﾝｽ ﾞｸﾗﾌ ﾞの 役員
必 携 記 載 「 国 旗 の 取 り 扱 い 注 意 」 が ｸﾗ ﾌ ﾞ役
員 に周知 させ て い る よ う で す 。 「 国 旗 は一国
を代表し 、国家国民の ｼﾝﾎﾞﾙで あ るか ら厳正
に取 り扱 う こ と 」 か ら始 ま っ て全部で 13 項が
記載 され て い ま す 。注意事項 と し て これ ら 国
旗の掲揚方法は 、総理府主管の社団法人国
旗 協 会発 行 「 国 旗 の 知 識 」 に よ っ た 。 と さ れ
て い ま す 。 一 方 、 ﾛｰ ﾀ ﾘ ｰの 定 款 、 細 則 に は
記載がない 。 あ る ﾊﾟｽﾄｶ ﾞﾊ ﾞﾅｰにお聞き し た と
こ ろ 例 会 な ど は 国 旗 を 掲 揚 し て い る が 統 一
されていない との こ と で し た 。  
さ て 、 こ こ で日本の国旗について少し深掘

り し てみ ま し た 。 先ず 、 祝日に日の丸が玄関
先 に掲揚 され て い る と 、 日 本人 と し て 誇 り 高
い気分にな り ます よね 。最近殆ど見かけ ませ
ん ね 。 日 本 の国旗 （ に っ ぽ ん の こ っ き 、 に ほ
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んの こ っ き ） は 、 白 地に赤丸 が描かれ た旗 。
法律上は日章旗 （ に っ し ょ う き ） と 呼ばれ 、日
本 で は 古 く か ら 、 一 般 的 に 日 の 丸 （ ひ の ま
る ） と 呼ばれ る 。日本では聖徳太子が遣隋使
に 託 し た 文 書 以 来 、 自 国 を "日 出 ず る 国 "と
す る 考 え 方 が あ り 、 赤 い 日 の 丸 は 日 の 出 の
太陽 を 象徴す る 。 ま た 紅 白 は日本 の伝 統色
で 、 め で た い も の と さ れ て お り 、 赤 は 博 愛 と
活 力 、 白 は 神 聖 と 純 潔 を 意 味 す る と も 言 わ
れてい る 。  
• 日 本 の 国 名 は 遣 隋使 の 国書 の 中 で 天皇 を
「 日 出 ず る 処 の 天 子 」 と 表 現 し た 。 「 太 陽 が
昇っ て上っ て く る 場所で世界を治め る王者 」
と い う 意味です 。 「 日出ず る処 」 か ら 「 日が出
て く る 本 （ も と ） に あ る 国 」 と な り 、 更 に 「 日 の
本 」 と 変わ り 「 日本 」 にな った説が有力 と言え
るで し ょ う 。  
• 日 本の呼び方は ﾆﾎﾝで も ﾆｯﾎﾟﾝで も OK。  
• 日 章 旗 の歴史は古 い が 制定日は 1870 年
(明 治 ３ 年 ） 、 法 的 に 正 式 に 国 旗 と な っ た の
は １ ９ ９ ９ 年でつい最近のこ と 。  
• 旭 日旗は日章旗に陽光を足した もの です 。  
• 国 旗 は 、 国 旗 作 る ぞ ！ と な っ た 時 に 新 し く
作 る 事 が 割 と 多 い 気 が す る の で す が 、 日 本
と い う 国 の 独 自 性 が 国 旗 の 制 定 に も 表 れ て
い た 感 じ で すね 。 支 配 者 は 、 天 皇→ 鎌倉 幕
府→室町幕府→江戸時代→明治政府 （ 以下
略 ） と 移 り 変 わ り ま し た が民族は大和民族の
ま ま だ っ た ので  独立の記念に！ と か新 し い
国 家 建国 の 記念 に！ 節 目 に！ と い う 感 じ で
は あ り ま せ ん よ ね 。 そ ん な 訳 で 新 し く 作 る と
い う よ り も 、 昔 か ら 使 わ れ て い て 慣 れ 親 し ま
れ て い た 日章旗 が採用 さ れ た の で は ない で
し ょ う か と 言 われ てい ま す 。 他 の国の国 旗の
由来は独立記念 と か革命の時の～ と か独立
運 動 で 使 わ れ て い た 旗 が 由 来 と い う の が 多
いです 。 そ う い う 意味で も ど ち ら か と い う と 日
章 旗 は 珍 し い 部 類 の 経 緯 を 持 っ て い る か も
し れ ま せ ん ね 。 多 く の 国 で は 何 か の 節 目 に
国 旗 の 変 更 は あ り ま す 。 特 に 、 ｱ ﾒ ﾘ ｶ 国 旗
は 、 こ れ ま で に 27 回 も変更 され ていて 、 世
界で一番変化した旗です 。  
・ 国 旗 を ２ 枚 掲 げ る 場 合 は 建 物 の 向 か っ て
左 を 上 位 と す る 。 日 本 で は 外 国 旗 に 敬 意 を
示 し 、 外 国 旗 を 上位 に掲揚す る の が一 般的
である 。  
・ 複 数 の 国 旗 を 掲 揚 す る 場 合 は 、 向 か っ て
左 か ら右 に ｱﾙﾌｧﾍ ﾞ ｯ ﾄ順 に 国旗 を 掲 げ る 。 も
う 一 つ の方法は 、 日 章旗 を中央に し て ｱﾙﾌｧ
ﾍ ﾞ ｯ ﾄ順 に 向 か っ て 左 に 、 次 の 国旗 は右 と 左
右交互に配列して掲げる 。  
・ 自 国 旗 優 先 主 義 を 取 り 、 自 国 旗 を 上 位 に
掲揚する国 も あ る 。  
日本 で は外国旗 に敬意 を 示 し 、 外国 旗 を

上位 に掲揚す る の が一般的 で あ る 。 卓 上 旗
で ｸﾛ ｽす る 場 合 で も 向 か っ て 左 が 相 手 国 、
日本は向かって右側にな る 。  
• 国 旗 と団体旗 (ﾛｰﾀﾘｰ旗 )を併揚する場合  

通常 、国旗は一国を代表する ものですから 、
国 旗 と 団 体 旗 を 併 揚 す る こ と は 厳 に 避 け る
べ き で し ょ う 。 し か し 、 ど う し て も 併 揚 せ ざ る
を 得 ない場合は 、 国旗は団体旗 よ り も 大 き く
し 、 ま た 、団体旗よ り も高 く掲げなければな り
ま せ ん 。 し た が っ て 、 こ う し た 掲 揚 の 仕 方
は 、屋内で 、 し か も壁など に掲揚す る場合に
は可能ですが 、屋外にあ る高 さが同一の ﾎﾟｰ
ﾙへ の掲揚は 、 不可能 と な る わ け です 。 い ず
れ に し て も 、 国 旗 と 団 体 旗 の 併 揚 は 厳 に 慎
むべきでし ょ う 。  
参考出典 ： 「 国際儀礼に関する 12 章 ﾌﾟﾛﾄｺｰ
ﾙ早わか り 」 外務省外務報道官／編集 ．財団
法人世界の動き社／発行 ）  
 
お内裏様 とお雛様のモデルは？  
 実は 、雛飾 り は 「 天皇の結婚式 」 を 模 し た も
の です 。  つ ま り 、 主役 と し て 飾 られ る男雛 と
女 雛 は 天 皇 陛 下 と 皇 后 陛 下 を 表 し て お り 、
天 皇皇后の よ う な 幸せ な結婚 を願 う と い う 想
いが込め られています 。  
関東雛は右 (向かって左 )が男雛です 。  
関西雛は左 (向かって右 )が男雛です 。  
ｼ ﾞ ｪﾝﾀ ﾞ ｰ平 等 の 世 の中 で 今は ど う で し ょ う か
ね ？ 慣 行 優 先 ？ 結 論 は 付 け な い 方 が 良 い
か も ？ 日 本 の 文 化 だ か ら 許 さ れ る 。 い ず れ
にし ますか？  
ま と め  
江戸時代までの日本の礼法では 、左 (向かっ
て右 )が上座で し た 。明治になっ て欧米の ﾏﾅ
ｰが 日 本 に入 っ て 来 て 、 現 在 で は右 (向 か っ
て 左 )が 上 位 と い う 考 え 方 が 定 着 し て い ま
す 。 関 西 な ど 、 古 来 の 習 慣 を 大 事 に す る 地
域 で は 、 現 在 で も 昔 風 に 左上位 で 飾 っ て い
ます 。 さ て 、八千代 Ｒ Ｃはど う し ますかね？  
“Th ink”  
 

幹 事 報 告     幹 事  中 村 賢 治  
 
【 理事会報告 】  
・ ｸﾗﾌ ﾞ戦 略計画委員会 、 ｸﾗﾌ ﾞ研 修会につい
て承認 され ま し た 。  
・ 今年度予算承認 。活動計画書でご確認下
さい 。  
・ 例会開催時は 、 ｽｸｰﾙ形式を継続 。  
・ 外部卓話を再開 。  
・ ｺﾛﾅに罹患し た際は幹事までお知らせ下 さ
い 。公欠扱い と し ます 。  
・ 昼食は 12 時か ら開始 と し ます 。  
・ 直前会長幹事慰労会開催 （ ﾊﾟｯｿ）  
日時 ： ７ /29 (金 )  18： 30 点鐘  
・ 服部市長名誉会員就任について 、会長幹
事で依頼に参 り ます 。  
・ 八千代市国際交流協会 30 周年記念誌へ
の広告掲載依頼について承認 。  
【 連絡事項 】  
・ ８ /５  ｶ ﾞﾊ ﾞﾅｰ補佐訪問  
・ ８ /26  ｶ ﾞﾊ ﾞﾅｰ公式訪問  



- 3 - 

・ ７ /15 青少年交換留学生の ｻﾏﾝｻさ ん と  
佐々木彩心さんが例会に参加し ます 。  
・ 2022 年規定審議会での定款改正 。  
出席免除について 、理事会の承認が必要
で したが 、幹事へ通告で可に 。  
奉仕部門では 、地域社会における 「 積極的
平和 」 と い う文言が追加 。  
・ ７ /16 規定審議会報告会 、会長幹事参加  
・ 地区か らの卓話派遣 。職業や趣味につい
ての卓話依頼をＨ Ｐか ら依頼で き る様にな
り ます 。  
・ 八千代中央 Ｒ Ｃ 40 周年記念式典の写真を
希望する方は名前を記入して下 さい 。  

 

地区役員委嘱状手交  
 
青少年交換委員会  委員長  田村隆治会員  
 

お 客 様 ご 挨拶  
 

八 千 代 中 央 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ  

会 長  遠 藤 陽 介 様  

  
日 頃 か ら 、 お 世 話 に な っ て お り あ り が と う

ご ざ い ま す 。 本 日 同 行 し ま し た 田 代 幹 事 は
大変熱意があ り 、 頼 り がいの あ る幹事ですの
で 、二人三脚で頑張 り たい と思います 。  
 八千代 RC の例会は 、 こんなに違 う のか と
大変勉強にな り ま し た 。 八千代中央 RC は退
会者 も あ り 、 19 名にな り ま し た 。例会場では
丸 ﾃｰﾌ ﾞ ﾙが ３ つ で 足 り る 人 数 で す 。 八 千 代
RC は沢山の会員が出席され 、意見を出し合
え る の を見 て 、 と て も 羨 ま し く 思 い ま す 。 う ち
で は 誰か が一方的に話 し て 終わ る 事 が多 い
です 。見習っ て風通 し良 く 、 会 を運営出来た
らいいな と思い ます 。  
１ 年間 ど う ぞ よ ろ し くお願い致し ます 。  
 

委員会報告  
 
ク ラブ広報委員会   委員長  田村隆治  
  
 今 年 度 の 週 報 用 ﾌ ｧ ｲ ﾙを 作 成 し ま し た の
で 、必要な方はお持ち くだ さい 。  
 

青少年奉仕委員会  委員長  菊川秀明  
 
 先週 ｻﾏﾝｻさ んが到着し ま し た 。沢山の出
迎えあ り が と う ご ざいま し た 。佐々木家で楽
し く過ご されてい ます 。  
 来年の青少年交換学生募集のお知らせ
がきてお り ます 。 ８ /10申し込み締め切 り と
な り ます 。案内を回覧し ます 。  
 
親睦活動委員会    委員長  池田  建  
 
 ﾃｰﾏ旗へ寄せ書きをお願い致し ます 。  
７ /29直前会長幹事慰労会の出欠表を回覧
し ますので 、 ご記入下 さい 。  
 

お祝い  
 
本人誕生日 ：三井会員 ・江口会員  
夫人誕生日 ：宮田勝子様 ・田村菜穂子様  
 

例 会 行 事  
委 員 会 活 動 計 画 発 表  

幹事  中村  賢治  
 
 各委員長は 、 活 動 計画 につ い て 発表 を お
願い致します 。  
 
ク ラブ管理運営委員会統括委員長兼  
ク ラブ奉仕委員長 ・戦略計画委員長  

杉山智基  
 
ｸﾗﾌ ﾞ奉 仕 、出席 、 ﾌﾟﾛｸ ﾞﾗﾑ、 親 睦の ４委員

会で の連携を図 り 楽 し い例会運営に努め ま
す 。 ｸﾗﾌ ﾞ奉 仕委員会では 、 ｺﾛﾅ禍 の例会に
ついて理事会の意見を聞 きなが ら適切に運
営 し ま す 。 戦 略 委 員 会 は 杉 会 長 の 特 命 委
員会ですので 、 ﾋﾞｼ ﾞ ｮﾝ 2030 の実現性につ
い て 、 年 ３ 回 程 度 委員 会 を 開催 し 検 証 し ま
す 。議事録は理事会に報告し 、要すれば ｸﾗ
ﾌﾞ協 議会に議案を上程し ます 。  
 
出席委員会        委員長  山浦恭宏  
 
[基本方針 ]  会員は本ク ラブの例会に参加す
る こ と が義務で あ り 出席不良の原因 と な る諸
事情 が あ れ ば そ れ を 確 か め て こ れ を 除去す
る こ と に 努 め 会 員 同 士 の 友 情 を 深 め て 頂 け
る よ う に出席率を高めてまい り ます 。  
〔 活動計画 〕  
1 .例会出席率の更なる向上を目指し ます 。  
2 .例会欠席の事前連絡を徹底し ます 。  
3 .例会出席率を各例会で発表し ます 。  
4 .皆出席者の表彰をし ます 。  
 
プログラム委員会    委員長  中島貞好  
 
〔 基 本 方 針 〕 例 会 を よ り 愉 し く 有 意 義 な も の
に す る 為 、 会 員 自 身 の 専 門 知 識 、 趣 味 、 ま
た 、 地 域 団 体 ・ 他 業 種 の 方 々 に 卓話 を お 願
い したい と計画してお り ます 。  
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[活動計画 〕  
1 .年間行事計画表に基づ き 、 各委員会に卓
話を依頼する 。  

2 .例会時間 を き っ ち り 守 り 、 卓 話者に配慮 し
ｽﾑｰｽ ﾞな 例会を心掛ける 。  

3 . SAA ・ 親 睦活動委員会 と協力 し あい 、 例会
を充実 した ものにする 。  

 
親睦活動委員会      委員長  池田  建  
 
[基本方針 ]  親睦活動 を 通 し て 会 員 相互 の

親 睦 が 深 ま る よ う 、 関 連 委 員 会 と 連 携 し て

活動して参 り ます 。  

[活動計画 〕  

1 .直前会長 ・幹事慰労会  ７ /29  

2 .月見の会 (新入会員歓迎会 )  10/14 

3 .ク リ ス マ ス家族会  12/16  

4 .新年会  １ /６  

5 .親睦旅行  ５ /25〜 26  

6 .親睦ゴルフ コ ンペ  随時  

一 継 続 活 動 一  会 員 ・ 令 夫 人 誕 生日 ・ 結 婚

記念日に記念品を贈呈 。  

ﾆｺﾆｺ・ 友愛への協力要請及び受付 ・管理 。  
 
会員増強委員会    委員長  市原正男  
 
会 員 の 増 強 は 、 ど の 団 体 に と っ て も 重 要

な ﾃｰﾏで あ る と 考 え て い ま す 。 本年度 、杉会
長の目標は 55 名 、純増 ２名です 。  
活動計画書の職業分類で空欄の業種があ り
ま す の で 、 是 非 適 切 ・ 適 任 な 方 の 推 薦 を お
願い し ます 。  
会員選考 と職業分類を兼任してい ます 。  
 
ｸﾗﾌﾞ広報委員会    委員長  田村隆治  
 
〔 基 本 方針 〕 八 千代 Ｒ Ｃ 及び地区内の Ｒ Ｃ の
活 動 、 そ し て 個 々 の 奉 仕 活 動 を 広 く 情 報 発
信し ます 。  
〔 活動計画 〕  
1． 昨年度に引 き続 き 、 週報の内製化を継続
し ます 。  
2． ﾎｰﾑﾍﾟｰｼ ﾞを 活用 し 、様々な活動を ﾀｲﾑﾘｰ
に発信 し ます 。  
3． Ｓ Ｎ Ｓ に よ る 発 信 の 仕 方 を 考 え 、 よ り 多 く
の 市民に活動 を 周知 し て も ら え る よ う 注 力 し
ます 。  
4． 会員 に有益 と な る ﾛｰﾀﾘｰの 情報提供を行
います 。  
 

雑誌委員会       委員長  朝戸健夫  
 
〔 基本方針 〕 「 ﾛｰﾀﾘｰの友 」 について 、 関心 と
理 解 を 深 め る 活 動 をす る 。 対 外 的 に も ﾛｰﾀﾘ
ｰｸﾗﾌ ﾞの 活 動 を 広報 し 、 よ り 多 く の 方 に関心
を持っていただけ る よ う に努め る 。  
〔 活動計画 〕  
1 .会員に ﾛｰﾀﾘｰの 友 の内容を紹介 ・ 説明す
る 。  
2 .地域に ﾛｰﾀﾘｰの 友 を 紹介 し 、 ﾛｰﾀﾘｰ活 動
に理解をいただ く 。  
八 千 代 市 内 で 人 が 集 ま る 様 な 場 所 に ﾛｰ ﾀ ﾘ
の友 を置かせて頂 く事を考えています 。  
 
～ニコニコ BOX～         \22 ,000-  
 
☆本日はよろ し くお願い致し ます 。  

八千代中央 RC 遠藤様 ・田代様  
☆ 妻 、 誕 生 日 で す 。 花 有 難 う 。     宮 田  
☆ 八 千 代 中 央 Ｒ Ｃ 遠 藤 会 長 、 田 代 幹 事 よ う
こ そ ！ 委 員 会 活 動 計 画 よ ろ し く お 願 い し ま
す 。   杉 ・ 日 下 部 ・ 菊 川 ・ 鈴 木 ・ 安 宅  
☆八 ヶ 岳お世話 に な り ま す 。   宮野 ・ 安 宅  
☆い よ い よ ｽﾀｰﾄ２ 週 目 ですね 。     風間  
☆ １ 年間お世話にな り ま す 。       山﨑  
☆ ７ / ３ の 日 本 会 議 記 念 公 演 多 く の ご 参 加  

あ り が と う ご ざい ま した 。       江口  
 

～友愛 BOX～          ￥ 37,000-  
 

☆お祝い有難 う 。 62 歳にな り ま し た 。  江口  
☆ ７ /１ １ で 62 歳になって し まい ます 。  

暑さに負けない よ う頑張 り ま し ょ う 。  三井  
☆綺麗なお花有難 う ご ざい ます 。    田村  
☆遠藤会長 、田代幹事よ う こ そ 。  君塚桂一  
☆ 八 千 代 中 央 Ｒ Ｃ 遠 藤 会 長 、 田 代 幹事 １ 年
間 よ ろ し くお願い致し ます 。 委員会活動計画
発表 、委員長よろ し くお願い し ます 。  中村  
☆ ｸﾗﾌ ﾞ管 理 運営委員会 、 ｸﾗﾌ ﾞ奉 仕 委員会 、
ｸﾗﾌ ﾞ戦 略 計 画委員会 、 ３ 委 員会 の委員長 を
仰せつか り ま し た 。宜敷お願いし ます 。杉山  
☆委員会活動計画発表宜敷お願いし ます 。  
池田 ・佐久間 ・ 江頭 ・山浦 ・ 朝戸  

☆新理事の皆さ ま 、 ご苦労様です 。   小村  
☆日曜会 ｺﾞﾙﾌｺﾝﾍﾟで 優勝 し ま し た 。   栗原  
☆ 60 に  なった と たんに  50 肩 (川柳 )  市原  
☆ 交 換 学 生 ｻﾏﾝｻさ ん の 出 迎 え に 多 く の 方
々に来て頂き有難 う ご ざい ま し た 。  佐々木  
☆遠藤会員八ヶ岳 ﾂｱｰよ ろ し くお願い し ます  
中島貞好 ・永田 ・ 植村 ・ 松戸  

☆八ヶ岳 ｺﾞﾙﾌ参加の皆 さん頑張って 。渡邊  

 近 隣 ク ラ ブ 例 会 日  
火 曜 日  四 街 道 R.C 
火 曜 日  八 千 代 中 央 R.C 
水 曜 日  習 志 野 R.C 
水 曜 日  佐 倉 中 央 R.C 
木 曜 日  佐 倉 R.C 
木 曜 日  習 志 野 中 央 R.C 

  例 会 場  
四 街 道 ゴ ル フ ク ラ ブ  
ウ ィ シ ュ ト ン ホ テ ル ・ ユ ー カ リ  
習 志 野 商 工 会 議 所 会 館  
第 1ｳｨｼｭﾄﾝﾎﾃﾙ･ﾕｰｶﾘ第 3夜 間 ｵﾘﾍﾞｰﾄ 
フ ラ ン ス 料 理  シ ェ ・ ム ラ     
習 志 野 商 工 会 議 所 会 館        ７ 月 の ロ ー タ リ ー レ ー ト  １ ド ル ￥ １ ３ ６ -  

 会 員  
総 数  

出 席  
対 象 者  

出 席 者  ％  

７ /８  ５ ３  ４ ８  ４ １  85.42 

■ ク ラ ブ 広 報 委 員 会  委 員 長 :田 村 隆 治  副 委 員 長 :久 土 地  剛  

■ 出 席 委 員 長  山 浦 恭 宏  ※ 欠 席 の 際 は 必 ず 火 曜 日 ま で に 出 席 委 員 長 に 連 絡 し て 下 さ い 。  

■ 例 会 日  金 曜 日 1 2 : 3 0～ 1 3 : 3 0  

■ 例 会 場  ﾊ ﾟ ｯ ｿ ･ ﾉ ｳ ﾞ ｨ ｰ ﾀ（ 〒 2 7 6 - 0 0 4 9 八 千 代 市 緑 が 丘 1 - 1 - 1 公 園 都 市 プ ラ ザ 1 F  F A X 0 4 7 - 4 5 0 - 0 0 5 0）  


